
九州文化を熱っぽく

別府市で
九州・沖縄文化団体

連絡会議

7575
題字 ／ 貫　　正　義

令和６年９月
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●
令
和
６
年
度
執
行
部
決
ま
る

　
副
会
長
に
浦
田
智
子
さ
ん  

常
任
理
事
５
人
が
交
代

●
令
和
６
年
度
定
例
理
事
会

　
会
員
の
異
動
や
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
承
認

●
県
文
連
交
流
会

　
新
た
な
芸
術
文
化
祭
に
準
備
を

●「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
４
」
を
開
催

　
「
県
民
文
化
祭
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
10
〜
12
月
、
多
彩
な
新
規
事
業
も

●
学
校
等
芸
術
家
派
遣
事
業

●
県
民
文
化
大
、ふ
る
さ
と
文
化
講
座
折
り
返
し
、佳
境
へ

●
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
「
若
返
り
の
妙
薬
」
を
テ
ー
マ
に

　
９
月
26
日
、
現
状
を
踏
ま
え
意
見
交
換

●
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
現
地
探
訪

　

筑
後
川
流
域
の
「
水
の
文
化
」
巡
る

●
俳
句

●
短
歌

●
大
宰
府
ア
カ
デ
ミ
ー　

聴
講
記

　
小
さ
な
町　
膨
ら
む
ブ
ラ
ン
ド

●
福
岡
杜
の
会
、
５
年
ぶ
り
第
２
回
展

　
東
京
藝
術
大
学
同
窓
会
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●
日
舞
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ゴ
ー
ル
公
演

●
筑
前
琵
琶
全
国
大
会

●
11
月
9
日
に
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

特
別
個
人
会
員
の
岩
松
知
宏
さ
ん

●
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議

　
大
分
県
立
美
術
館
も
視
察

●
第
79
回
県
展
が
開
幕

●
末
永
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

　
劇
団
ム
ツ
ミ
が
「
カ
ル
メ
ン
」

　
ワ
ン
コ
イ
ン
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
も

●
九
州
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

　
11
月
7
日　
太
田
氏
、
和
太
鼓
の
林
英
哲
氏
と
共
演

　
12
月
6
日　
小
泉
氏
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
「
第
5
番
」

●『
大
野
城
ま
ち
物
語
』
２
百
冊
を
市
に
寄
贈

●『
文
芸
福
岡
』
11
号

●
時
の
記
念
日

●『
黄
櫨
』
第
80
記
念
号

　
貫
会
長
が
「
ご
発
展
期
待
」
と
祝
辞

　
麻
生
元
知
事
、
安
部
龍
太
郎
氏
も
寄
稿

●「
直
方
見
聞
塾
」
講
師
も
好
評

●
吉
塚
だ
よ
り

　
県
民
文
化
祭
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

表
紙
の
光
景

　
「
九
州
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
い
や
、

九
州
は
一
つ
一
つ
だ
」
と
、
ま
ぜ
っ
か

え
し
も
入
る
。
ま
し
て
、
九
州
文
化
と

な
る
と
、
一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い
多

様
さ
こ
そ
が
、
そ
の
本
質
だ
。

　
だ
が
、
人
々
が
親
し
み
、
楽
し
む
文

化
芸
術
を
い
か
に
振
興
・
発
展
さ
せ
る

か
、
の
願
い
は
ひ
と
つ
。
県
境
を
越
え

た
交
流・連
携
を
、
と
始
ま
っ
て
、
九
州
・

沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議
は
今
年
の
大

分
で
23
回
目
。

　
そ
ん
な
交
流
の
中
か
ら
、
3
月
に
は

〝
ミ
ス
タ
ー
吉
野
ケ
里
〞
高
島
忠
平
さ

ん
（
佐
賀
県
芸
術
文
化
協
会
会
長
）
の

福
岡
特
別
講
演
が
実
現
し
た
。
鹿
児
島

大
名
誉
教
授
で
「
篤
姫
」
や
「
西
郷
ど

ん
」
な
ど
の
監
修
で
有
名
な
原
口
泉
さ

ん
（
鹿
児
島
県
文
化
協
会
会
長
）
の
、

5
年
前
の
「
明
治
維
新
1
5
0
年
」
特

別
講
座
も
そ
う
だ
っ
た
し
、
九
州
域
内

の
文
化
交
流
は
い
よ
い
よ
活
発
、
多
彩

に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
来
年
か
ら
「
協
議
会
」
に
呼
称
を
変

え
て
、
各
県
持
ち
回
り
の
開
催
は
3
巡

目
に
入
る
。

※
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議
の

詳
報
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
文
化
を
模
索

　
九
州
の
文
化
交
流
、
活
発
に
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副
会
長
に
浦
田
智
子
さ
ん

常
任
理
事
５
人
が
交
代

令和６年度執行部決まる

浦田 智子 さん山口 志郎 さん野見山 弘次 さん

吉田 宏司 さん木下 隆信 さん 高尾 康子 さん

　
令
和
6
年
度
の
県
文
化
団
体
連
合
会

の
執
行
体
制
が
決
ま
っ
た
。６
月
28
日
、

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
で
開
い
た
定

例
理
事
会
で
、
副
会
長
３
人
の
う
ち
１

人
、
常
任
理
事
17
人
の
う
ち
５
人
の
交

代
が
承
認
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
新
任
者
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
副
会
長
だ
っ
た
小
林
文
子
県
人
づ
く

り
・
県
民
生
活
部
長
が
３
月
末
に
退
任

し
た
の
に
伴
い
、
後
任
の
浦
田
智
子
さ

ん
が
副
会
長
に
就
任
し
た
。

　
常
任
理
事
で
は
、
地
域
別
団
体
の
４

ブ
ロ
ッ
ク
、
分
野
別
団
体
の
１
グ
ル
ー

プ
で
交
代
が
協
議
さ
れ
、
次
の
通
り
新

任
者
５
人
が
決
ま
っ
た
。

▽
福
岡
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
山
口
志
郎
那
珂

川
市
文
化
協
会
会
長
（
前
任
者
は
田

中
茂
雄
糸
島
市
文
化
協
会
会
長
）

▽
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
＝
野
見
山
弘
次
宮

若
市
文
化
連
盟
会
長
（
前
任
者
は
能

間
瀧
次
直
方
文
化
連
盟
会
長
）

▽
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
＝
吉
田
宏
司
田
川
文

化
連
盟
会
長
（
前
任
者
は
大
分
哲
照

飯
塚
文
化
連
盟
会
長
）

▽
京
築
ブ
ロ
ッ
ク
＝
高
尾
康
子
吉
富
町

文
化
協
会
会
長
（
前
任
者
は
森
田
喜

富
苅
田
町
文
化
協
会
会
長
）

▽
分
野
別
Ⅶ
グ
ル
ー
プ
（
若
者
・
教
育

文
化
）＝
木
下
隆
信
福
岡
県
中
学
校

文
化
連
盟
会
長
（
前
任
者
は
高
松
大

輔
福
岡
県
高
等
学
校
芸
術
・
文
化
連

盟
会
長
）

 役　職 氏　名

名誉会長 服
はっ

　部
とり

　誠
せい

太
た

郎
ろう

会　　長 貫
ぬき

　　　正
まさ

　義
よし

理 事 長 宇
う

田
だ

川
がわ

　宣
のり

　人
と

副 会 長 田
た

　中
なか

　正
まさ

　直
なお

〃 石
いし

　川
かわ

　純
じゅん

　一
いち

〃 浦
うら

　田
た

　智
とも

　子
こ

副理事長 林
はやし

　田
だ

　ス　マ
専務理事 江

え

　﨑
さき

　雅
まさ

　彦
ひこ

常任理事 北
きた

　里
さと

　　　晋
すすむ

〃 井
い

佐
さ

子
こ

　慶
けい

　子
こ

〃 山
やま

　口
ぐち

　志
し

　郎
ろう

〃 野
の

見
み

山
やま

　弘
こう

　次
じ

〃 内
うち

　野
の

　博
ひろ

　夫
お

〃 木
きの

　下
した

　修
しゅう

　二
じ

〃 吉
よし

　田
だ

　宏
こう

　司
じ

〃 高
たか

　尾
お

　康
やす

　子
こ

〃 笠
かさ

　井
い

　栄
えい

　俊
しゅん

〃 小
お

　田
だ

　幸
ゆき

　久
ひさ

〃 田
た

　島
じま

　安
やす

　江
え

〃 片
かた

　山
やま

　　　健
けん

〃 椛
かば

　島
しま

　禅
ぜん

　徹
てつ

〃 木
きの

　下
した

　隆
たか

　信
のぶ

〃 古
こ

　賀
が

　　　透
とおる

監　　事 髙
たか

　瀬
せ

　昭
あき

　登
と

〃 米
よね

　村
むら

　旭
きょく

　翔
しょう

〃 市
いち

　村
むら

　智
とも

　子
こ

〃 松
まつ

　崎
ざき

　栄
えい

　一
いち

参　　与 井
い

　原
はら

　絹
きぬ

　江
え

〃 山
やま

　村
むら

　より子
こ

調 査 役 竹
たけ

　川
かわ

　克
かつ

　幸
ゆき

顧　　問 松
まつ

　尾
お

　新
しん

　吾
ご

〃 是
これ

　澤
さわ

　清
きよ

　一
かず

〃 長
なが

　澤
さわ

　幸
こう

　司
じ

〃 河
かわ

　村
むら

　哲
てつ

　夫
お

〃 井
い

　生
おう

　定
さだ

　巳
み

県文連執行体制
（令和６年度）

※太字は新任。

役
員
交
代
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令
和
６
年
度
定
例
理
事
会

会
員
の
異
動
や

　
　

事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
承
認

た
。
こ
れ
で
分
野
別
の
加
盟
団
体
は
23
団

体
と
な
っ
た
。

　
特
別
個
人
会
員
は
、
福
智
町
文
化
連
盟

前
会
長
の
永
末
良
一
さ
ん
、
太
宰
府
市
文

化
協
会
の
杉
山
綾
野
さ
ん
、
ギ
タ
ー
奏
者

の
岩
松
知
宏
さ
ん
が
入
会
。
大
野
美
保
子

さ
ん
（
令
和
５
年
９
月
逝
去
）、
松
尾
允

之
さ
ん
、
山
口
健
二
さ
ん
が
退
会
し
た
。

特
別
個
人
会
員
は
48
人
。

　
第
２
号
議
案
は
役
員
の
選
任
で
、
浦
田

智
子
副
会
長
の
ほ
か
５
常
任
理
事
の
新
任

が
承
認
さ
れ
た
。（
３
ペ
ー
ジ
に
詳
報
）

　
第
３
号
議
案
は
令
和
５
年
度
の
事
業
と

決
算
の
報
告
で
事
務
局
か
ら
の
説
明
が
承

認
さ
れ
た
。
39
の
主
催
事
業
、
47
の
協
賛

事
業
を
繰
り
広
げ
約
14
万
６
千
人
の
参
加

　
令
和
6
年
度
の
県
文
化
団
体
連
合
会
定

例
理
事
会
は
6
月
28
日
、
博
多
サ
ン
ヒ
ル

ズ
ホ
テ
ル
瑞
雲
の
間
に
77
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
、
新
た
な
執
行
体
制
と
事
業
計
画

な
ど
を
決
め
た
。

　
第
１
号
議
案
は
会
員
の
異
動
。
令
和
５

年
度
に
福
岡
藤
本
会
と
バ
レ
エ
・
音
楽
国

際
交
流
文
化
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
退
会
し

を
得
た
第
31
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２

０
２
３
な
ど
の
報
告
が
主
な
内
容
。

　
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案

が
第
４
号
議
案
で
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

た
。
事
業
計
画
で
は
「
ふ
く
お
か
県
民
文

化
祭
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化

祭
２
０
２
４
」
の
開
催
、
学
校
等
芸
術
家

派
遣
事
業
（
旧
芸
術
体
験
講
座
）、
県
民

文
化
大
学
講
座
、
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講

座
な
ど
の
実
施
、
障
が
い
児
者
や
児
童
生

徒
の
芸
術
文
化
活
動
推
進
に
努
め
る
ほ

か
、県
文
連
の
組
織
基
盤
の
充
実
を
図
る
。

予
算
は
総
額
３
、
５
９
１
万
４
千
円
を
計

上
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
名
称
を
変
更
し
て
開
催
す
る
ふ

く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
４
の
事
業

概
要
に
つ
い
て
、市
村
智
子
県
人
づ
く
り
・

県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
長
（
県
文
連
監

事
）
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

貫会長開会あいさつ

県文連  交流会

　
県
文
化
団
体
連
合
会
の
令
和
6
年

度
交
流
会
は
6
月
28
日
、
博
多
サ
ン

ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
瑞
雲
の
間
で
、
定
例

理
事
会
に
続
い
て
開
か
れ
、
理
事
や

特
別
個
人
会
員
ら
83
人
が
参
加
し

た
。
田
中
正
直
副
会
長
が
開
会
の
言

葉
を
述
べ
、
前
年
度
に
続
い
て
県
和

太
鼓
友
輪
会
の
三
角
泰
子
さ
ん
の
司

会
で
和
や
か
に
進
行
し
た
。

　
貫
正
義
会
長
は「
本
年
度
か
ら『
ふ

く
お
か
県
民
文
化
祭
』
は
『
ふ
く
お

か
県
芸
術
文
化
祭
』
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
名
称
変
更

を
機
に
内
容
も
一
層
充
実
す
る
よ
う

各
団
体
は
怠
り
な
く
準
備
を
進
め
て

新入会の岩松さん（左）と杉山さん

定例理事会の模様

宇田川理事長
あいさつ
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【
ギ
タ
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

▽
岩
松
知
宏
さ
ん
（
特
別
個
人
会
員
）

【
カ
ラ
オ
ケ
】

▽
稲
田
博
子
春
日
市
文
化
協
会
会
長

▽
貫
正
義
県
文
連
会
長
▽
堀
井
敏
男

桂
川
町
文
化
連
合
会
会
長
▽
喜
田
一

博
久
留
米
市
三
潴
文
化
協
会
会
長

【
博
多
祝
い
唄
】

▽
笠
井
栄
俊
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

会
長
、
小
塩
晃
楼
同
連
盟
副
理
事
長
、

吉
丸
華
城
同
連
盟
常
任
理
事

【
博
多
手
一
本
】

▽
笠
井
栄
俊
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

会
長

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

岩松 知宏 さんのミニコンサート

県文連  交流会

ほ
し
い
」
と
激
励
を
込
め
て
会
長
挨

拶
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
県
文
連
の
特
別
個
人
会

員
と
な
っ
て
間
も
な
い
岩
松
知
宏
さ

ん
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
岩
松
さ

ん
は
福
岡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト
で
、
こ
の

日
は
タ
ン
ゴ
の
名
曲
と
し
て
知
ら
れ

る
「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」
な
ど

３
曲
を
披
露
。
途
中
で
は
、
奏
法
の

説
明
も
加
え
、
参
加
者
を
し
ば
し
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
世
界
に
誘
っ
た
。

　
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
の
は
、
宇

田
川
宣
人
理
事
長
。「
昨
年
の
ふ
く

お
か
県
民
文
化
祭
は
全
部
で
86
事
業

を
実
施
し
、
15
万
人
近
く
の
参
加
が

あ
っ
た
。
大
変
な
盛
況
で
成
功
だ
っ

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
皆
さ
ん
に
お

礼
を
申
し
上
げ
る
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　
会
場
内
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
県

文
連
の
活
動
が
映
像
で
紹
介
さ
れ

た
。
常
任
理
事
会
や
定
例
理
事
会
、

県
民
文
化
大
学
講
座
や
県
民
ふ
る
さ

と
文
化
講
座
、
地
域
文
化
芸
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
な
ど
の
模
様

が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
令
和
5
年

度
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
の
時
間
に
移
り
、

参
加
者
は
コ
ー
ス
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
た
。
場
内
で
は
カ

ラ
オ
ケ
も
始
ま
っ
た
。
前
年
に
続
き

春
日
市
文
化
協
会
の
稲
田
博
子
会
長

が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
務
め
て
「
夢

一
夜
」
を
歌
っ
た
の
を
皮
切
り
に
貫

会
長
ら
が
次
々
と
自
慢
の
の
ど
を
披

露
し
た
。
最
後
は
、
福
岡
県
吟
剣
詩

舞
道
総
連
盟
の
笠
井
栄
俊
さ
ん
、
小

塩
晃
楼
さ
ん
、
吉
丸
華
城
さ
ん
に

よ
っ
て
恒
例
の
博
多
祝
い
唄
が
歌
わ

れ
、
笠
井
さ
ん
の
手
一
本
で
締
め
く

く
っ
た
。

　
最
後
に
、
林
田
ス
マ
副
理
事
長
が

「
あ
ら
た
め
て
文
化
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
こ
と
を
感
じ
た
」
と
閉
会
の

言
葉
を
述
べ
た
。

83
人
が
参
加
、
ギ
タ
ー
演
奏
も

稲田 博子 さん

喜田 一博 さん

堀井 敏男 さん

小塩 晃楼 さん、吉丸 華城 さん
笠井 栄俊 さん（左から）
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事業区分 開催日 事業名 開催地 会　　場

分
野
別
事
業
12

合唱 10月13日(日） ヴォーカルアンサンブル・フェスティバル 飯塚市 イイヅカ
コスモスコモン

太鼓 12月1日（日） 福岡県和太鼓
フェスティバル 篠栗町 クリエイト篠栗

吟剣詩舞 10月13日(日） 福岡県吟剣詩舞
フェスティバル 春日市 春日市ふれあい

文化センター

俳句大会 11月20日（水） 俳句大会 福岡市 ホテルニューオータニ
博多

短歌大会 10月27日（日） 短歌大会 福岡市 JRE 天神クリスタル
ホール

県民茶会 11月9日（土） 第 32回県民茶会 朝倉市 美奈宜神社（林田）境内
筑前琵琶 11月16日（土） 筑前琵琶鑑全国大会 福岡市 大濠公園能楽堂

押し花 11月15日（金）
～17日（日） 押し花フェスティベル 福岡市 アクロス福岡

交流ギャラリー

中文連 12月1日（日） 令和6年度京築地区
中学校総合文化祭 みやこ町 サングレードみやこ

バレエ 12月7日（土） 第 16回
バレエフェスティバル 大野城市 大野城まどかぴあ

詩人会 11月19日（火）
～24日（日）

この星に生きる
～詩歌の岸辺にて～ 福岡市 福岡市美術館

ギャラリー

県展 9月3日（火）～
11月24日（日）

第 79回福岡県
美術展覧会（県展）

福岡市
他４市

福岡県立美術館
他４会場

地
域
別
事
業
９

福岡市 11月19日（火）
～24日（日）

第19回福岡文化連盟祭り
アートビエンナーレ福岡2024 福岡市

福岡市美術館
大濠公園日本庭園茶会館

北九州市 11月23日（土）
～24日（日） 「西郷札」演劇公演 北九州市 J:COM 北九州芸術劇場中劇場

福岡Ⅰ
ブロック 11月24日(日） 福岡Ⅰブロック

芸術文化のつどい 宇美町 宇美町中央公民館

福岡Ⅱ
ブロック　

10月19日（土）
～20日（日）

第２７回福岡Ⅱブロック
「芸術の祭典」in 糸島 糸島市 伊都文化会館

北九州
ブロック 12月1日(日） 北九州ブロック

芸能のつどい 直方市 ユメニティ
のおがた

北筑後
ブロック 11月24日(日） ふくおか県芸術文化祭 2024

北筑後ブロック in うきは うきは市 うきは市文化会館「白壁ホール」
南筑後
ブロック 10月6日(日） 南筑後ブロック

芸能フェスティバル 大川市 大川市
文化センター

筑豊
ブロック 12月8日（日） 吟声を聴く筑豊吟詠大会 大任町 OTO

レインボーホール
京築

ブロック
11月23日（土）
～24日（日）

第 25回京築
ふるさと文化祭 吉富町 吉富フォーユー会館

吉富町体育館

ふくおか県芸術文化祭2024開催予定一覧

代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
鑑
賞
・
体

験
事
業
▽
地
域
文
化
芸
術
創
造
事
業
▽
伝

統
芸
能
魅
力
発
信
事
業
が
あ
る
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
で
は
、
芸
術
文

化
祭
の
開
幕
を
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
10

月
5
・
6
日
開
催
の
メ
イ
ン
会
場
（
天
神

中
央
公
園
）
や
10
月
12
日
の
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
八
幡
東
）で
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
を
実
施

す
る
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術

鑑
賞
・
体
験
事
業
で
は
、
主
に
小
・
中
学

生
を
対
象
に
し
た
鑑
賞
・
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
プ
ロ
の
芸
術
家
や
伝
統
芸
能

継
承
者
を
小
・
中
学
校
な
ど
に
派
遣
す
る
。

　
地
域
文
化
芸
術
創
造
事
業
は
、
各
地
で

活
動
す
る
文
化
団
体
の
新
し
い
取
り
組
み

を
支
援
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
定

着
を
図
る
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
魅
力
発
信

事
業
で
は
、
県
内
の
伝
統
芸
能
が
一
堂
に

会
す
る
「
福
岡
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
タ

2
0
2
4
」
の
ほ
か
能
や
狂
言
の
解
説
付

き
公
演
「
能
楽
入
門
講
座
」
を
開
催
す
る
。

　
新
規
事
業
の
ほ
か
、
県
文
連
加
盟
の
団

体
に
全
県
的
な
発
表
の
場
を
提
供
す
る
分

野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
県
文
連
の
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
（
９
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
に
展
開

す
る
地
域
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、

県
の
主
催
事
業
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
。

　
昨
年
度
ま
で
親
し
ま
れ
て
き
た
「
ふ
く

お
か
県
民
文
化
祭
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
令
和
6
年
度
か
ら
「
ふ
く
お
か
県
芸

術
文
化
祭
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
。
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
開
催
期
間

中
に
新
規
事
業
を
含
め
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
県
文
連
も
会
員

団
体
と
と
も
に
県
芸
術
文
化

祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

　
県
民
文
化
祭
は
、
県
文
連

設
立
の
翌
年
の
平
成
５
年
度

に
始
ま
り
、
昨
年
度
で
31
回

を
数
え
た
。
文
化
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
県
民
に
提
供
し
、

文
化
団
体
に
発
表
と
交
流
の

場
を
提
供
し
て
き
た
が
、
一

方
で
は
「
若
者
の
参
加
者
が

少
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
時
間
が
な
い
人
が
多
い
」

な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
。

　
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
、
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化

祭
の
新
規
事
業
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
の
ほ
か
▽
次

「
県
民
文
化
祭
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

10
〜
12
月
、多
彩
な
新
規
事
業
も

「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
４
」を
開
催
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市町村等 学校等名 講座名 開催日 芸術団体名

北九州市

高 槻 小 音楽 9月   3 日（火） ふれあいコンサート実行委員会
牧 山 小 音楽 10月   8 日（火） 九州打楽器合奏団
ひ ま わ り 中 総合芸術 10月 17日（木） Office トゥルース
鞘 ヶ 谷 小 音楽 10月 29日（火） ふれあいコンサート実行委員会
枝 光 小 伝統芸能 11月 15日（金） 子どもに能楽を勧める会
朽 網 小 音楽 11月 21日（木） 九州打楽器合奏団
鴨 生 田 小 伝統芸能 11月 21日（木） 和楽団ジャパンマーベラス

福岡市 塩原小特別支援学級 音楽 11月 16日（土） 福岡ホルンアンサンブル
大牟田市 大 正 小 伝統芸能 10月 25日（金） 福岡大蔵会

久留米市

水 分 小 ダンス 9月 25日（水） 福岡県ダンススポーツ連盟
西 牟 田 小 伝統芸能 11月 11日（月） 福岡大蔵会
上 津 小 伝統芸能 11月 22日（金） 福岡市能楽協議会
金 丸 小 伝統芸能 12月   2 日（月） 福岡大蔵会

直方市 感 田 小 音楽 11月 22日（金） ふれあいコンサート実行委員会
下 境 小 伝統芸能 11月 26日（火） 和楽団ジャパンマーベラス

小郡市 御 原 小 音楽 9月 26日（木） 福岡ホルンアンサンブル
太宰府市 太 宰 府 東 中 音楽 11月 28日（木） 福岡ホルンアンサンブル
那珂川市 那珂川中後野分校 総合芸術 11月 18日（月） Office トゥルース
宇美町 宇 美 東 小 伝統芸能 12月 11日（水） 和楽団ジャパンマーベラス

添田町 落 合 小 演劇 9月   2 日（月） 大体２mm
真 木 小 総合芸術 9月 19日（木） Office トゥルース

赤村 赤 小 演劇 9月 13日（金） 劇団さんぽ

築上町 上 城 井 小 総合芸術 12月 11日（水） Office トゥルース
西 角 田 小 音楽 11月 11日（月） SION

県立
福 岡 特 別 支 援 音楽 9月   3 日（火） 九州打楽器合奏団
古 賀 特 別 支 援 音楽 11月   5 日（火） ふれあいコンサート実行委員会
糸 島 特 別 支 援 伝統芸能 12月 18日（水） 和楽団ジャパンマーベラス

北九州市立 小 倉 南 特 別 支 援 ダンス 11月 22日（金） シン・ダンシング・ブリーズ

児童養護施設
報 恩 母 の 家 伝統芸能 10月 20日（日） 和楽ユニット風絃
双 葉 学 園 み の り 演劇 10月 26日（土） 結実企画
白 梅 学 園　 演劇 12月 25日（水） プレイ集団・You遊

院内学級 九 州 大 学 病 院 音楽 9月   4 日（水） ミュージック コンソート
久 留 米 大 学 病 院 音楽 9月 19日（木） 九州打楽器合奏団

ミュージック コンソート（大堰小）

福岡ホルンアンサンブル（新延小）

■ 令和6年度 学校等芸術家派遣事業実施校等（予定）

（注）開催日は、変更になる場合があります。

学
校
等
芸
術
家
派
遣
事
業

　
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
学
校
に
派
遣
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
真
の
芸
術
を
体
験
さ
せ
る
「
芸
術
体
験

講
座
」
は
、
今
年
か
ら
「
学
校
等
芸
術
家
派
遣
事
業
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
が
、
当
初
か
ら
数
え

て
20
回
を
迎
え
る
。

　
ジ
ャ
ン
ル
は
演
劇
、
音
楽
、
邦
楽
・
伝
統
芸
能
、

総
合
芸
術
か
ら
県
内
で
活
躍
す
る
プ
ロ
芸
術
家
の
24

集
団
・
個
人
の
登
録
を
受
け
、
学
校
側
の
要
請
に
応

じ
て
派
遣
し
て
い
る
。
今
年
度
は
17
の
プ
ロ
集
団
が

参
加
す
る
。

　
前
身
の
芸
術
体
験
講
座
は
平
成
17
年
度
か
ら
県
内

の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
、

24
年
度
か
ら
は
特
別
支
援
学
校
も
加
わ
っ
た
。
今
年

度
か
ら
児
童
養
護
施
設
と
病
院
の
院
内
学
級
も
対
象

に
加
え
、
派
遣
先
も
昨
年
の
12
校
か
ら
33
校
に
拡
大

さ
れ
た
。
こ
の
20
年
間
に
累
計
５
１
８
校
で
実
施
し

た
こ
と
に
な
る
。
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県民文化大、ふるさと文化講座
折り返し、佳境へ

　
酷
暑
の
８
月
は
一
休
み
し
た
県
民
文
化
大
学
、
県

民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
は
9
月
19
日
か
ら
後
半
に
入

り
ま
す
。

　
県
民
文
化
大
学
は
、
疋
田
啓
佑
福
岡
女
子
大
名
誉

教
授
の
「
呂
坤
と
『
呻
吟
語
』（
外
編
）
を
読
む
」
が

後
半
へ
。
呂
坤
（
１
５
３
６
―
１
６
１
２
）
は
中
国
明

末
の
儒
学
者
・
政
治
家
で
鋭
く
政
治
を
批
判
し
た
人

物
。
そ
の
著
『
呻
吟
語
』
研
究
は
、
疋
田
先
生
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
呂
坤
を
は
じ
め
、

歴
史
上
の
人
物
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
、
講
義
に
は

一
段
と
熱
が
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
は
、
街
道
シ
リ
ー
ズ
、

川
と
水
辺
シ
リ
ー
ズ
に
続
く
、
令
和
6
年
度
の
「
ふ

る
さ
と
の
山
　々
信
仰
と
祈
り
の
文
化
」
シ
リ
ー
ズ

が
い
よ
い
よ
佳
境
に
入
り
ま
す
。

　
9
月
19
日
、
求
菩
提
資
料
館
館
長
、
栗
燒
憲
児
さ

ん
の
「
求
菩
提
山　
山
伏
の
祈
り　
神
楽
と
芸
能
」

を
皮
切
り
に
、
天
拝
山
、
嘉
穂
ア
ル
プ
ス
（
馬
見
山
・

屏
山
・
古
処
山
）、
高
良
山
、
英
彦
山
と
続
き
ま
す
。

朝
夕
仰
ぐ
ふ
る
さ
と
の
山
々
の
、
新
た
な
顔
が
見
え

て
く
る
よ
う
で
す
。

　
会
場
は
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
2
階
セ
ミ
ナ
ー
室
で
、

毎
月
第
3
木
曜
日
の
午
前
10
時
半
か
ら
県
民
文
化
大
、

午
後
1
時
か
ら
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
。
い
ず
れ
も
90

分
。

　
受
講
料
は
１
回
１
０
０
０
円
。
申
し
込
み
は
県
文

連
事
務
局
へ
。
電
話
０
９
２
―
６
４
３
―
２
８
７
５
、

フ
ァ
ク
ス
０
９
２
―
６
４
３
―
２
８
７
６
。

日　程 テ ー マ 講　　師 テ ー マ（講師：疋田啓佑）

９月１９日 (木) 

10月１７日 (木) 

11月２１日 (木) 

12月１９日 (木) 

１月１６日 (木) 

２月２０日 (木) 

３月１３日 (木) 
＊注 第2木曜日です。

＊状況により日程・内容は、変更する場合があります。その際には、事前にご連絡いたします。

求菩提山
「山伏の祈り　神楽と芸能」

天拝山
「太宰府の南山・天拝山」

巻四、品藻篇②
明代の儒学における場合

巻五、治道篇①
理想の政治の在り方から
明代の政治について

巻五、治道篇②
当時における政治批判から考える

巻六、広喩篇①

巻六、広喩篇②

全体のまとめ

高良山
「高良山　その歴史と文化」

麻氐良山
「麻氐良山と斉明天皇」

英彦山　
「英彦山と邪馬台国」

四王寺山
「四王寺山と神武天皇」

高良大社
学芸員 佐藤 来未

求菩提資料館　　　
館長 栗燒 憲児

筑紫野市文化財課課長
( 歴史資料館館長 )

小鹿野 亮

福岡県文化団体連合会
顧問 河村 哲夫

福岡県文化団体連合会
顧問 河村 哲夫

福岡県文化団体連合会
顧問 河村 哲夫

「呂坤と『呻吟語』」
～『呻吟語』（外編）を読む～
アクロス福岡2階セミナー室

10:30～12:00

～ふるさとの山々 信仰と祈りの文化～
アクロス福岡２階セミナー室

13:00～14:30

令和７年

巻六、人情篇
人の心とは如何に在るべきか

嘉穂アルプス（馬見山・屏山・古処山）
「馬見山･古処山・屏山の歴史と文化史」

日本経済大学経済学部
教授 竹川 克幸

歴史上の人か
ら現代に生き
る私たちが学
べるものは、
何があるか



－９－

長崎県立大学教授 鳥丸 聡 さん

筑
後
川
流
域
の「
水
の
文
化
」巡
る

県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
現
地
探
訪

地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
若
返
り
の
妙
薬
」
を
テ
ー
マ
に

　
９
月
26
日
、
現
状
を
踏
ま
え
意
見
交
換

　
令
和
6
年
度
の
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
、
9
月
26
日

午
後
、
福
岡
市
博
多
区
の
吉
塚
合
同
庁
舎

3
階
研
修
室
で
開
催
す
る
。

　
各
文
化
協
会
や
文
化
団
体
メ
ン
バ
ー
の

高
齢
化
の
問
題
が
い
わ
れ
て
久
し
い
も
の

の
一
気
に
解
決
す
る
手
段
は
な
か
な
か
見

い
だ
せ
な
い
の
が
現
状
。
第
１
部
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
若
返
り
の
妙
薬
は
い

か
が
？　
ま
ず
は
話
だ
け
で
も
」
を
テ
ー

マ
に
３
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
登
壇
す
る
。

各
団
体
の
現
状
や
取
り
組
み
、
若
い
人
た

ち
の
考
え
を
直
接
聞
き
な
が
ら
改
善
に
取

り
組
む
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

　
登
壇
者
は
、
古
賀
市
文
化
協
会
の
吉
田

義
徳
会
長
、
森
部
忠
彦
副
会
長
、
石
川
純

子
副
会
長
、
太
宰
府
市
文
化
協
会
の
杉
山

綾
野
さ
ん
、
北
九
州
文
化
連
盟
の
和
田
正

人
専
務
理
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　
第
２
部
の
意
見
交
換
（
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
）
の
テ
ー
マ
は
「
若
返
り
の
妙

薬
っ
て
あ
る
？！　
私
た
ち
の
体
験
か
ら
」。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
問
題
提
起
や
発
言
を
基

に
、
参
加
者
全
員
で
意
見
を
交
わ
し
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
長
崎
県
立
大
学
教
授
の

鳥
丸
聡
さ
ん
。

　
参
加
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
県
文

連
事
務
局
へ
。

■「
令
和
６
年
度
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

　
９
月
26
日
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

　
吉
塚
合
同
庁
舎
３
階
研
修
室

　
事
務
局
０
９
２
（
６
４
３
）
２
８
７
５

　

　
令
和
５
年
度
の
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講

座
「
川
と
水
辺
か
ら
辿
る
ふ
る
さ
と
の
文

化
史
」
の
一
環
と
し
て
3
月
13
日
に
現
地

探
訪
「
筑
後
川
流
域
〜
水
の
文
化
探
訪
」

が
あ
っ
た
。
20
代
か
ら
90
代
ま
で
の
14
人

が
参
加
し
、
講
師
の
竹
川
克
幸
日
本
経
済

大
学
教
授
の
解
説
で
筑
後
川
流
域
の
水
に

関
わ
る
歴
史
と
文
化
を
体
感
し
た
。

　
一
行
は
福
岡
市
の
天
神
に
集
合
し
た

後
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
朝
倉
市
へ
。
清
流

「
黄
金
川
」
で
江
戸
時
代
の
18
世
紀
に
発

見
さ
れ
た
天
然
の
淡
水
ノ
リ
川
茸
（
ス
イ

ゼ
ン
ジ
ノ
リ
）
を
生
産
販
売
し
て
い
る
川

茸
元
祖
遠
藤
金
川
堂
を
訪
れ
た
。
黄
金
川

で
の
実
際
の
収
穫
作
業
や
屋
内
で
の
選
別

作
業
を
見
学
、
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
に
関
し

て
の
紙
芝
居
を
見
て
、
自
然
と
共
生
し
な

が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
川
茸
の
収
穫
や

製
造
の
歴
史
を
学
ん
だ
。

　
同
じ
朝
倉
市
内
の
山
田
堰
は
、
江
戸
時

代
に
干
ば
つ
で
苦
し
む
農
民
た
ち
を
救
う

た
め
筑
後
川
に
設
け
ら
れ
た
井
堰
で
、
現

在
も
6
5
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
潤
し

て
い
る
。
参
加
者
は
、
展
望
広
場
か
ら
水

門
や
導
水
路
、
砂
利
吐
き
な
ど
を
見
学
、

水
神
社
に
参
拝
し
た
。広
場
の
そ
ば
に
は
、

こ
の
山
田
堰
を
モ
デ
ル
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
取
水
堰
を
築
造
し
、
2
0
1
9

年
に
亡
く
な
っ
た
中
村
哲
医
師
の
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
志
半
ば
で
不
慮
の

死
を
遂
げ
た
医
師
を
し
の
ん
だ
。

　
山
田
堰
を
見
下
ろ
す
恵
蘇
八
幡
宮
は
、

朝
倉
地
域
の
総
社
で
6
6
1
（
斉
明
７
）

年
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
境
内
に
は
天

智
天
皇
ゆ
か
り
の
漏
刻
（
水
時
計
）
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。毎
年
6
月
10
日（
時

の
記
念
日
）

に
式
典
が

催
さ
れ
て

お
り
、
一

行
は
古
代

か
ら
の
水

と
の
関
わ

り
に
思
い

を
は
せ
た
。

山田堰にて

こ
が
ね

か
わ
た
け
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【
俳
誌
名
五
十
音
順
】

「
青
嶺
」
主
宰
　
岸
原
清
行

「
青
嶺
」
は
平
成
十
三
年
、「
地
平
」
継
承
。

師
系
は
野
見
山
朱
鳥
、
児
玉
南
草
。
岸
原
は
現

在
、
県
俳
句
協
会
顧
問
、（
社
）
俳
人
協
会
名

誉
会
員
。

初
蟬
を
誘
ひ
出
し
た
る
祝
詞
か
な

夏
越
祭
戦
禍
を
祓
へ
鎮
め
給
へ

捩
花
の
階
を
登
れ
ば
疫
な
き
穹

初
　
蟬

「
冬
野
」
主
宰
　
持
永
真
理
子

「
冬
野
」
は
、
大
正
十
二
年
創
刊
。
令
和
三
年

二
月
、
五
代
目
の
主
宰
継
承
。
師
系
・
高
濱
虚
子
、

高
濱
年
尾
、
稲
畑
汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。

花
鳥
諷
詠
を
信
条
に
面
白
み
の
あ
る
句
を
目
指

し
た
い
。

「
さ
わ
ら
び
」
主
宰
　
介
弘
紀
子

昭
和
二
十
二
年
、
川
上
朴
史
が
大
牟
田
で
創
刊
。

平
成
三
十
年
第
四
代
主
宰
と
な
る
。
師
系
は
、

稲
畑
汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
客
観
写
生
、
花
鳥

諷
詠
を
理
念
と
す
る
。
（
公
・
社
）
日
本
伝
統

俳
句
協
会
理
事
。

「
光
円
」
主
宰
　
服
部
た
か
子

「
光
円
」
は
「
円
」
終
刊
を
継
ぎ
平
成
二
十
年

七
月
、
田
代
朝
子
の
下
に
創
刊
。
二
十
七
年
主

宰
交
代
。
師
系
は
岡
部
六
弥
太
。
自
然
と
人
と

の
交
響
を
詠
む
。

里

宮

の

戦

没

者

碑

や

夏

椿

蒼

海
に

不

戦

を

誓

ふ

雲
の

峰

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
眠
る
遺
骨
や
ス
コ
ー
ル
来

「
天
籟
通
信
」
代
表
　
福
本
弘
明

昭
和
四
十
年
、
穴
井
太
が
北
九
州
市
で
創
刊
。

高
く
遊
ぶ
こ
と
を
旨
と
し
、
自
由
で
個
性
豊
か

な
集
団
を
目
指
す
月
刊
同
人
誌
。
現
代
俳
句
協

会
副
会
長
を
務
め
る
。

「
玄
海
」
主
宰
　
大
石
靖
子

「
玄
海
」
は
平
成
六
年
、
小
島
隆
保
が
博
多
で

創
刊
。
師
系
は
高
濱
虚
子
、
高
濱
年
尾
、
稲
畑

汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
花
鳥
諷
詠
の
理
念
を
現

代
の
視
点
で
問
い
続
け
る
。
平
成
二
十
八
年
三

代
目
主
宰
と
な
る
。

「
自
鳴
鐘
」
主
宰
　
寺
井
谷
子

「
自
鳴
鐘
」
は
、
昭
和
十
二
年
横
山
白
虹
に
よ

り
創
刊
、
二
十
三
年
に
復
刊
。
平
成
十
九
年
横

山
房
子
逝
去
に
よ
り
主
宰
継
承
。
現
代
俳
句
協

会
特
別
顧
問
。

玉
虫
の
死
し
て
天
与
の
彩
褪
せ
ず

骸

な

ほ

威

風

堂

堂

兜

虫

風
を
抱
き
空
蟬
祈
り
解
か
ざ
り
し

玉
　
虫

む
ね
肉
の
観
音
開
き
新
ワ
イ
ン

秋
の

蝶

勝

負

所

を

間

違

え
て

白
桃
や
長
じ
て
薄
き
も
の
ば
か
り

む
ね
肉

飛

沫
て
ふ

歓

声

上

ぐ
や

水

遊

だ
ん
だ
ん
に
白
熱
と
い
ふ
水
遊

水
遊
し
て
子
ら
は
み
な
神
の
子
に

水
　
遊

ス
コ
ー
ル
来

熱
風
が
悪
魔
の
や
う
に
入
り
来
る

灼
く
る
日
や
玄
関
前
線
と
は
こ
れ
か

五
輪
見
し
子
か
炎
天
へ
拳
突
く

五
　
輪

庭
誉
め

炎
天
を
来
し
怒
り
も
て
木
を
叩
く

ひ
た
〳
〵
と
木
を
叩
つ
こ
と
も
風
の
道

庭
誉
め
て
頭
を
下
げ
て
過
ぐ
サ
ン
グ
ラ
ス

ふくおか県芸術文化祭
2024俳句大会

令和６年11月20日（水）
ホテルニューオータニ博多

の
り
と

そ
ら
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塾
生
が
あ
の
ね
え
先
生
と
走
り
来
て「
今
日
の
鬼
ご
っ
こ
面
白
う
て
ね
ぇ
」

算
盤
を
使
っ
て
予
算
を
組
み
な
が
ら
残
り
少
な
き
余
生
を
生
き
ん

ゆ
っ
く
り
と
青
田
を
渡
る
熱
風
が
球
体
と
な
り
て
わ
た
し
を
包
む

ど
う
し
て
も
E
・
T
に
見
え
る
里
芋
の
茎
葉
が
夕
の
風
に
戦
げ
り

朝
靄
を
振
る
は
せ
戻
る
白
き
船
発
光
体
の
ご
と
現
は
る
る

ま
な
ぶ
た
の
無
き
魚
の
眼
の
そ
の
底
に
染
み
て
は
を
ら
む
海
の
青
色

月
曜
の
週
始
ま
り
の
手
帳
で
は
踏
み
切
る
助
走
の
足
り
な
い
私

開
け
ら
れ
て
修
理
さ
れ
い
る
改
札
機
な
か
に
ひ
と
つ
の
都
市
あ
る
ご
と
し

ふ
く
を
か
の
夏
の
終
わ
り
を
切
り
取
り
て
ス
カ
イ
ホ
イ
ー
ル
ゆ
つ
く
り
廻
る

「
主
人
公
が
わ
た
し
と
似
て
る
」角
川
の
つ
ば
さ
文
庫
に
児
が
浸
る
夏

大
内
マ
ツ
ノ

　「
八
雁
」

山
本
　
道
子

   

「
と
な
み
」

古
賀
　
燿
子

 

「
や
ま
な
み
」

重
松
美
智
加

「
未
来
」

柴
田
　
　
香

「
水
甕
」
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太
宰
府
市
の
最
高
気
温
38
・
3
℃
。

35
℃
以
上
の
猛
暑
日
が
連
続
40
日
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
最
長
記
録
を
更
新

し
た
。
令
和
版
「
大
宰
府
ア
カ
デ
ミ
ー
」

の
第
17
講
は
、
そ
ん
な
猛
暑
の
8
月
21
日

午
後
、
太
宰
府
市
五
条
の
岡
に
そ
び
え
る

日
本
経
済
大
学
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
4
階
の

大
講
義
室
で
開
か
れ
た
。
福
岡
市
博
物
館

総
館
長
、中
野
等
さ
ん
の
講
義
「
福
岡
藩
・

黒
田
家
と
太
宰
府
〜
黒
田

如
水
を
中
心
に
〜
」
だ
っ

た
。

　
福
岡
城
が
で
き
る
前
の

一
時
期
、
太
宰
府
天
満
宮

の
一
角
、「
如
水
の
井
戸
」

の
庵
で
暮
ら
し
た
官
兵
衛
こ
と
黒
田
如

水
。
連
歌
の
神
様
、
菅
原
道
真
公
へ
の
尊

敬
篤
く
、
連
歌
奉
納
に
明
け
暮
れ
た
、
と

い
う
。

　
有
名
な
「
夢
想
の
連
歌
」
の
起
句

　

松
む
め
や
末
な
が
か
れ
と
み
ど
り

た
つ　

山
よ
り
つ
づ
く
さ
と
は
ふ
く
岡

　
は
福
岡
の
地
名
の
由
来
と
も
さ
れ
る
。

　
中
野
さ
ん
の
講
義
は
、
連
歌
を
媒
介
と

す
る
如
水
と
宮
司
大
鳥
居
信
岩
と
の
結
び

つ
き
を
説
き
明
か
し
た
。

　
連
日
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
叫
ば
れ
た

こ
の
夏
。
猛
暑
の
こ
の
日
、
い
つ
も
よ
り

は
ち
ら
ほ
ら
空
席
が
目
に
つ
い
た
。
さ
す

が
に
外
出
を
控
え
た
人
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
4
0
0
人
余
の
受
講
生
は

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　　
令
和
版
「
大
宰
府
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
2

年
目
も
後
半
に
入
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も

こ
の
盛
況
ぶ
り
は
何
な
の
だ
ろ
う
。
7
不

思
議
の
一
つ
に
数
え
た
い
。

　
昨
年
春
、
古
都
大
宰
府
保
存
協
会
が
始

め
た
時
、
受
講
申
し
込
み
4
5
0
人
、
県

外
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
受
講
申
し
込
み

も
、
と
聞
い
た
。

　
平
成
24
年（
2
0
1
2
）、同
協
会
が「
大

宰
府
検
定
」
を
始
め
た
と
き
、
全
国
か
ら

応
募
を
含
め
て
7
5
0
件
も
の
反
応
が

あ
っ
て
驚
か
さ
れ
た
の
を
思
い
出
す
。
一

言
で
言
え
ば
、
太
宰
府
の
持
つ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
す
ご
さ
、
だ
ろ
う
。

　
道
真
公
の
天
満
宮
だ
け
で
は
な
い
。
水

城
、
政
庁
跡
、
大
野
城
の
特
別
史
跡
を
は

じ
め
、
史
跡
、
文
化
財
な
ど
豊
富
で
、
九

州
国
立
博
物
館
も
あ
る
。
2
0
2
1
年
に

は
、
古
代
日
本
の
「
西
の
都
〜
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
拠
点
〜
」
と
し
て
日
本
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
し
、
さ
ら
に
「
令
和
の
里
」

も
加
わ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
一
段
落
、
再
び
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
よ
み
が
え
っ
て
、
天
満
宮
参
道
は

か
つ
て
な
い
賑
わ
い
よ
う
だ
。
1
0
0
0

万
人
超
と
言
わ
れ
る
年
間
観
光
客
は
さ
ら

に
増
え
る
勢
い
だ
。
西
鉄
の
大
宰
府
―
博

多
駅
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
「
旅
人
」
は
常
時
超

満
員
。
ま
す
ま
す
の
ド
ル
箱
路
線
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
大
宰
府
ア
カ
デ
ミ
ー
に
戻
る
。昨
年
春
、

大
宰
府
の
成
立
、
つ
ま
り
古
代
の
大
宰
府

か
ら
始
ま
っ
た
講
座
は
、
2
年
目
の
本
年

度
は
、
中
世
、
近
世
・
近
現
代
の
太
宰
府

が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　
8
月
の
第
17
講
で
、近
世
・

近
現
代
に
入
っ
た
。
次
回
9

月
18
日
は
、
県
文
連
に
は

す
っ
か
り
、
お
な
じ
み
の
竹

川
克
幸
日
本
経
済
大
学
教
授

（
県
文
連
調
査
役
）
が
登
壇
、「
幕
末
・
維

新
期
の
太
宰
府
〜
五
卿
の
警
備
・
応
接
と

志
士
の
周
旋
〜
」
を
講
義
す
る
。

　
今
回
の
大
宰
府
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
学
長

が
東
大
名
誉
教
授
で
横
浜
市
歴
史
博
物
館

長
の
佐
藤
信
さ
ん
、
副
学
長
は
福
岡
県
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
森
弘
子
さ
ん
と

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
館
長
の
赤
司
善

彦
さ
ん
の
二
人
。
こ
の
ほ
か
の
講
師
陣
の

多
彩
さ
に
も
圧
倒
さ
れ
る
。
地
元
の
大
学

や
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
東
大
、
東
北
学
院

↑

↓

小
さ
な
ま
ち

膨
ら
む
ブ
ラ
ン
ド

聴講記

「
検
定
」
に
続
く
応
募
殺
到

「
検
定
」
に
続
く
応
募
殺
到

お
な
じ
み
の
講
師
も
登
壇

猛
暑
の
中
「
黒
田
如
水
と
連
歌
」

ま
こ
と
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大
、
早
稲
田
大
な
ど
全
国
に
広
が
る
。

　
森
さ
ん
や
竹
川
さ
ん
に
は
、
県
文
連
ふ

る
さ
と
文
化
講
座
に
登
壇
し
て
も
ら
っ
た

が
、
7
月
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
「
戦
国
時
代

の
大
宰
府
と
山
城
」
を
講
義
し
た
九
州
国

立
博
物
館
主
任
研
究
員
の
岡
寺
良
さ
ん
に

も
昨
年
、
登
壇
し
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
講
義
で
、
中
で
も
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
昨
年
9
月
の
九
州
歴
史
資

料
館
学
芸
員
、
酒
井
芳
司
さ
ん
の
「
大
宰

府
の
出
土
文
字
資
料
」
だ
っ
た
。

　
―
観
世
音
寺
近
く
で
、
不
要
な
紙
で
蓋

を
し
た
漆
入
り
の
容
器
が
出
土
し
た
。
漆

の
作
用
で
紙
質
は
保
た
れ
て
い
る
が
、
文

字
は
目
で
は
読
め
な
い
。
赤
外
線
カ
メ
ラ

で
、
17
行
、
3
8
0
字
が
判
読
で
き
た
。

奈
良
の
朝
廷
が
役
所
に
配
っ
た
、
納
税
期

な
ど
を
書
き
具
え
た
「
具
注
暦
」
で
、
宝

亀
11
年
（
7
8
0
）
正
月
部
分
だ
、
と
分

か
っ
た
。
九
州
最
古
の
暦
、
と
い
う
わ
け

だ
。

　
太
宰
府
市
は
、
天
智
天
皇
の
7
世
紀
、

大
宰
府
政
庁
東
の
月
山
（
辰
山
）
に
漏
刻

（
水
時
計
）
が
設
け
ら
れ
た
歴
史
に
ち
な

ん
で
「
時
の
記
念
日
の
行
事
」
を
市
民
遺

産
に
指
定
、
毎
年
6
月
1
日
に
市
民
運
動

で
行
事
を
続
け
て
い
る
。
千
二
、
三
百
年

も
前
、
大
宰
府
は
水
時
計
だ
け
で
な
く
、

カ
レ
ン
ダ
ー
も
備
え
た
近
代
的
な
都
市

だ
っ
た
の
だ
。

　
新
聞
記
者
の
駆
け
出
し
の
こ
ろ
、
先
輩

に
く
っ
つ
い
て
「
太
宰
府
歴
史
散
歩
」
の

連
載
を
書
き
、
本
に
も
な
っ
た
。
西
日
本

新
聞
が
音
頭
を
取
っ
た
九
州
国
立
博
物
館

誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
ほ
ぼ
10
年
ほ

ど
か
か
わ
っ
て
、
若
手
研
究
者
た
ち
と

『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
九
州
』
誌
を
発
行
し
た
。

　
新
聞
社
を
卒
業
後
、
太
宰
府
中
央
公
民

館
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
館
長
を
務
め
た
時

期
も
あ
っ
て
、太
宰
府
へ
の
愛
着
は
深
い
。

　
今
は
昔
、
駆
け
出
し
の
こ
ろ
太
宰
府
取

材
で
見
か
け
た
「
史
跡
指
定
反
対
」
の
筵

旗
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
今
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル・ブ
ラ
ン
ド
を
誇
る
市
民
た
ち
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
入
り
乱
れ
、
苦
悩
が

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
人
口
は
7
万
3
千
の
小
都
市
太
宰
府
。

古
代
日
本
の
「
西
の
都
」
で
日
本
遺
産
に

な
り
、「
令
和
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
加

わ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
の
重
み
は
グ
ン
と
増
し

た
が
、「
歴
史
と
み
ど
り
豊
か
な
文
化
の

ま
ち
」
太
宰
府
は
、
依
然
、
控
え
め
だ
。

（
古
賀
透
）

　
福
岡
で
活
躍
中
の
東
京
藝
術
大
学
美
術

学
部
同
窓
会
有
志
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

「
第
2
回
福
岡
杜
の
会
」
展
が
7
月
8
日

か
ら
1
週
間
、
福
岡
市
新
天
町
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
風
で
開
か
れ
た
。

　
出
品
者
は
、
会
員
21
人
。
こ
の
う
ち
宇

田
川
宣
人
さ
ん
（
県
文
連
理
事
長
）
は
油

彩
・
テ
ン
ペ
ラ
「
ハ
ー
ト
と
Ｘ
」、
小
田

部
黄
太
さ
ん
（
県
美
協
理
事
長
）
は
金
属

彫
刻
「
関
係
性
に
つ
い
て　
２
０
２
４
．

７
」、古
本
元
治
さ
ん（
九
産
大
名
誉
教
授
）

は
油
彩
「
Ｔ
ｈ
ｅ　
Ｂ
ｉ
ｇ　
Ⅰ
ｓ
ｌ
ａ

ｎ
ｄ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
出
品
し
て
い
た
。

　
同
展
に
は
、
昨
年
6
月
、
1
0
2
歳
で

亡
く
な
っ
た
抽
象
画
家
の
野
見
山
暁
治
さ

ん
、
同
1
月
、
86
歳
で
亡
く
な
っ
た
、
天

神
パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
の
カ
バ
親
子
像
で
知

ら
れ
る
彫
刻
の
柴
田
善
二
さ
ん
の
作
品
も

展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
戦
争
直
前
の
1
9
4
1
年
、
前
身
の
東

京
美
術
学
校
同
窓
生
が
同
趣
旨
の
展
覧
会

を
行
っ
た
が
、
戦
後
の
混
乱
期
な
ど
で
途

絶
え
て
い
た
。
2
0
1
9
年
に
、
福
岡
杜

の
会
展
と
し
て
再
興
さ
れ
た
も
の
の
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
断
。
5
年
ぶ
り
の
復
活
と

な
っ
た
。

「杜の会」展

福
岡
杜
の
会
、５
年
ぶ
り
第
２
回
展
東
京
藝
術
大
学
同
窓
会

今
は
昔
「
史
跡
指
定
反
対
」
筵
旗

水
時
計
と
最
古
の
暦ぐ

ち
ゅ
う
れ
き

と
き
や
ま

む
し
ろ

ば
た
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「
よ
う
こ
そ
！
日
本
舞
踊
の
豊
か
な
世
界
へ
」
の
呼
び
か
け
で
、
日

本
舞
踊
協
会
が
こ
の
秋
、
列
島
縦
断
で
繰
り
広
げ
る
「
日
本
舞
踊
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
が
、
暮
れ
に
ゴ
ー
ル
の
福
岡
入
り
し
、
12
月
１
日
、
福
岡

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
公
演
を
行
う
。

　
当
日
の
演
目
は
、長
唄
「
君
が
代
松
竹
梅
」「
二
人
椀
久
」、清
元
「
玉

兎
」、
地
唄
「
鉄
輪
」、
長
唄
「
連
獅
子
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
同

協
会
福
岡
県
支
部
会
員
が
出
演
す
る
。

　
全
自
由
席
で
、
入
場
料
は
一
般
6
0
0
0
円
、
25
歳
以
下

3
0
0
0
円
、
高
校
生
以
下
1
0
0
0
円
。
団
体
割
引
、
障
害
者
割

引
が
あ
る
。
問
合
せ
は
0
9
0
―
8
6
6
4
―
７
０
３
８
へ
。

　
「
日
本
舞
踊
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、
日
舞
の
魅
力
を
各
地
で
存
分
に
堪

能
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
。
９
月
の
岩
手
を
皮
切

り
に
、
10
月
新
潟
11
月
青
森
と
続
き
、
福
岡
で
終
結
す
る
。

　
各
地
元
の
舞
踊
家
の
出
演
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
流
の
邦
楽
演

奏
家
の
生
演
奏
と
の
共
演
が
目
玉
。
落
語
家
の
桂
吉
坊
が
、
演
目
に

ま
つ
わ
る
話
題
や
見
ど
こ
ろ
を
解
説
す
る
。

　
公
益
社
団
法
人
日
本
舞
踊
協
会
は
1
9
5
5
年
の
設
立
で
、

1
0
8
流
派
、
約
３

５
０
０
人
が
所
属
し

て
い
る
。
全
国
26
の

支
部
が
あ
り
、
福
岡

県
支
部
は
、
１
９
８

６
年
の
発
足
で
、
現

在
、
会
員
数
１
３
５

人
。
花
柳
三
枝
君
支

部
長
。

　
筑
前
琵
琶
福
岡
旭
会
は
11
月
16
日
、
大
濠
公
園

能
楽
堂
で
第
93
回
全
国
大
会
を
開
く
。
日
本
旭
会

が
共
催
で
、
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
2
0
2
4

参
加
事
業
。

　
筑
前
琵
琶
発
祥
の
地
・
福
岡
に
参
集
、と
あ
っ
て
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の「
黒
田
節
」は
、吟
詠
も
入
れ
て
全

国
の
会
員
で
大
合
奏
す
る
。東
京
、千
葉
、大
阪
、奈

良
、岐
阜
な
ど
全
国
各
地
か
ら
奏
者
が
参
加
す
る
。

　
2
曲
目
か
ら
は
、古
曲
、新
曲
取
り
混
ぜ
て
独
演
、

合
奏
な
ど
多
彩
に
展
開
す
る
。
全
27
演
目
を
予
定

し
て
い
る
。

　
米
村
旭
翔
さ
ん（
福
岡
旭
会
会
長
）
と
原
口
旭
愛

さ
ん
演
奏
の
「
安
達

ケ
原
」
は
、
日
本
舞

踊
家
・
藤
間
修
一
郎

さ
ん
と
の
共
演
。
ま

た
、
米
村
さ
ん
ら
の

「
華
道
華
の
恵
み
」

は
琵
琶
の
合
奏
に
合

わ
せ
て
新
池
坊
の
衛

藤
利
雪
さ
ん
が
生
け

花
を
活
け
る
趣
向
。

　
横
笛
の
梶
谷
聖
幸

さ
ん
、
藤
舎
元
生
さ

ん
も
協
力
出
演
す

る
。
　

11
月
16
日
当
日
は
、
午
前
10
時
半
開
演
。
入
場

料
は
２
０
０
０
円
。
問
合
わ
せ
は
０
９
２
―
５
５
２

―
６
３
０
９
へ
。

12
月
１
日
、福
岡
市
民
会
館

　
　
　
　
長
唄「
君
が
代
松
竹
梅
」な
ど

11
月
16
日「
黒
田
節
」大
合
奏
で
開
幕

筑
前
琵
琶
全
国
大
会

筑
前
琵
琶
全
国
大
会

　
本
年
度
に
県
文
連
特
別
個
人
会
員
と
な
っ
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト
、
岩
松
知
宏
さ
ん
の
ギ

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
11
月
9
日
午
後
３
時
か
ら
福

岡
市
中
央
区
天
神
2
丁
目
の
レ
ソ
ラ
ホ
ー
ル
（
レ

ソ
ラ
天
神
5
階
）
で
開
か
れ
る
。

　
デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
2
0
2
2
年
度
の
第
2
回
イ
ブ
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・

ア
ワ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
ギ
タ
ー
科
最

高
位
受
賞
と
自
身
初
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
の
発
売

を
記
念
し
て
開
催
。「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」「
バ
ラ
カ
」

な
ど
を
披
露
す
る
。
デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
さ
ん
も

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
す
る
。
当
日
、

会
場
を
移
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

グ
レ
イ
ス
フ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
も
あ
る
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
料
は
6
千
円
（
当
日
千
円

ア
ッ
プ
）。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
岩
松
さ
ん

＝
0
8
0
（
3
9
5
8
）
9
8
4
2
。

日
舞
キ
ャ
ラ
バ
ン
、ゴ
ー
ル
公
演

日
舞
キ
ャ
ラ
バ
ン
、ゴ
ー
ル
公
演

11
月
9
日
に
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

特
別
個
人
会
員
の
岩
松
知
宏
さ
ん
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令
和
6
年
度
の
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体

連
絡
会
議
が
7
月
18
日
、
大
分
県
別
府
市

の
亀
の
井
ホ
テ
ル
別
府
で
開
か
れ
た
。
同

連
絡
会
議
は
、
九
州
・
沖
縄
の
総
合
芸
術

文
化
団
体
の
相
互
交
流
を
図
り
、
地
方
芸

術
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
11
年
度
に
始
ま
り
本
年
で

23
回
目
を
迎
え
た
。

　
今
回
は
佐
賀
県
を
除
く
7
県
か
ら
、
会

議
開
催
を
担
っ
た
N
P
O
法
人
大
分
県
芸

術
文
化
振
興
会
議
の
藤
間
次
登
理
事
長
を

は
じ
め
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
の
宇

田
川
宣
人
理
事
長
、
各
県
の
文
化
団
体
代

表
・
事
務
局
員
の
17
人
が
出
席
し
て
、
各

県
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

　
教
育
機
関
と
の
連
携
の
具
体
例
、文
化
団

体
事
務
局
に
対
す
る
人
事
面
で
の
県
の
支

援
、基
本
財
産
の
運
用
と
し
て
の
有
価
証
券

の
活
用
な
ど
、4
議
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
教
育
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
言
葉
を
で
き
る
限
り
残
す
た
め
の
取

り
組
み
、
児
童
生
徒
が
伝
統
的
文
化
な
ど

を
学
ぶ
機
会
の
提
供
、
こ
ど
も
芸
術
祭
の

実
施
な
ど
、
で
の
連
携
が
報
告
さ
れ
た
。

　
事
務
局
職
員
の
採
用
で
は
、
直
接
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
公
募
す
る
な
ど
、
県
の
支

援
が
な
い
文
化
団
体
が
多
か
っ
た
。ま
た
、

職
員
全
員
が
非
常
勤
の
文
化
団
体
も
あ

り
、
各
県
で
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　
有
価
証
券
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
提
案

し
た
宮
崎
県
以
外
に
は
実
績
が
な
い
。

　
福
岡
県
か
ら
提
案
し
た
同
連
絡
会
議
の

各
県
開
催
3
巡
目
と
な
る
令
和
7
年
度
以

降
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
を
福
岡

県
と
し
、
開
催
県
が
会
議
の
進
行
な
ど
を

行
う
現
在
の
実
施
形
態
で
継
続
す
る
こ
と

に
参
加
の
各
県
は
賛
同
し
、「
連
絡
会
議
」

か
ら
「
協
議
会
」
へ
の
名
称
変
更
な
ど
、

さ
ら
な
る
機
能
強
化
の
方
向
性
を
踏
ま

え
、
事
務
局
が
引
き
続
き
作
業
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。

　
翌
19
日
は
大
分
市
寿
町
の
大
分
県
立
美

術
館
で
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
同
美
術
館

は
、
街
に
開
か
れ
た
美
術
館
と
し
て

2
0
1
5
年
4
月
に
開
館
し
た
。
地
上
4

階
、
地
下
1
階
で
、
大
分
の
伝
統
的
な
竹

工
芸
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
外
観
と
ガ
ラ
ス

張
り
の
開
放
感
あ
ふ
れ
る
建
物
は
世
界
的

な
建
築
家
、
坂
茂
氏
ら
の
設
計
に
よ
る
。

館
内
に
は
、
巨
大
な
バ
ル
ー
ン
の
オ
ブ

ジ
ェ
や
布
製
の
大
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
も

あ
り
、
参
加
者
は
太
田
誠
・
美
術
管
理
課

副
課
長
（
総
括
）
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

視
察
し
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
り
、
N
P
O
法
人
大
分

県
芸
術
文
化
振
興
会
議
の
皆
さ
ん
の
熱
い

お
も
て
な
し
に
一
同
感
激
し
た
。
来
年
度

は
、
福
岡
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　
令
和
6
年
度
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
9
月
3
日
、
福
岡
市

天
神
の
県
立
美
術
館
で
第
79
回
県
美
術
展

覧
会
（
県
展
）
が
開
幕
し
た
。
29
日
ま
で

の
会
期
終
了
後
、
筑
後
展
を
皮
切
り
に
、

県
内
4
地
区
で
巡
回
展
を
開
く
。

　
県
立
美
術
館
で
の
会
期
は
、
3
日
か
ら

8
日
ま
で
が
彫
刻
・
写
真
、
10
日
か
ら
16

日
ま
で
が
日
本
画
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
、

18
日
か
ら
23
日
ま
で
が
洋
画
、
25
日
か
ら

最
終
日
の
29
日
ま
で
が
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ

展
示
す
る
。
表
彰
式
は
29
日
に
行
う
。

　
こ
の
後
、
10
月
に
入
っ
て
、
6
日
か
ら

12
日
ま
で
大
牟
田
文
化
会
館
で
筑
後
展
、

16
日
か
ら
11
月
3
日
ま
で
嘉
麻
市
立
織
田

廣
喜
美
術
館
で
筑
豊
展
、
11
月
6
日
か
ら

16
日
ま
で
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
宗
像
展
、

20
日
か
ら
24
日
ま
で
北
九
州
市
立
美
術
館

で
北
九
州
展
を
行
う
。

九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議

九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議

4
議
題
を
論
議

大
分
県
立
美
術
館
視
察
も

第
７９
回
県
展
が
開
幕

ば
ん
し
げ
る
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昨
年
、
創
立
70
周
年
を
祝
っ
た
九
州
交

響
楽
団
が
、
今
年
、
首
席
指
揮
者
に
太
田

弦
氏
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
篠
崎
史
紀
氏
を
迎
え
、
新
し
い
体
制
を

整
え
た
。
10
年
余
、
音
楽
監
督
を
務
め
た

小
泉
和
裕
氏
は
終
身
名
誉
音
楽
監
督
に
就

任
し
た
。

　
太
田
氏
は
、
4
月
の
就
任
記
念
定
期
演

奏
会
に
続
い
て
、
11
月
7
日
の
定
演
で
タ

ク
ト
を
振
る
。
和
太
鼓
の
第
一
人
者
、
林

英
哲
氏
と
の
共
演
で
、
和
と
洋
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
演
出
す
る
。
九
響
合
唱
団

も
出
演
。

　
演
奏
曲
目
は
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
「
4
声
の

ミ
サ
曲
」、
小
出
稚
子
「
博
多
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
」、石
井
眞
木
「
日
本
太
鼓
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の『
モ
ノ
プ
リ
ズ
ム
』」。

　
小
泉
氏
は
、
12
月
6
日
の
定
演
が
、
新

ポ
ス
ト
初
の
指
揮
。
曲
目
は
、
今
年
、
生

誕
2
0
0
年
を
迎
え
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の

「
交
響
曲
第
5
番
」。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
古
典
派
に
精
通
す
る
小
泉
氏
な
ら

で
は
の
、
正
統
を
極
め
た
演
奏
が
期
待
さ

れ
る
。

　
い
ず
れ
も
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
午
後
7
時
開
演
。
問
合

せ
は
九
州
交
響
楽
団
事
務
局

0
9
2
―
8
2
2
―
8
8
5
5
へ
。

劇
団
ム
ツ
ミ
が「
カ
ル
メ
ン
」

ワ
ン
コ
イ
ン
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
も

劇
団
ム
ツ
ミ
が「
カ
ル
メ
ン
」

ワ
ン
コ
イ
ン
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
も

九
州
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

　
劇
団
ム
ツ
ミ
の
旗
上
げ
公
演
と
銘

打
っ
て
、
こ
の
秋
の
「
末
永
の
森
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
9
月
14
日
午
後
3
時
、
福

岡
市
城
南
区
七
隈
の
末
永
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
く
。

　
奏
者
は
、
ホ
ル
ン
木
村
睦
美
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
小
野
本
明
弘
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
高
井
郁
花
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
竹
本
規

矩
也
の
九
州
交
響
楽
団
員
に
、
ピ
ア

ノ
は
客
演
で
山
本
朝
子
（
敬
称
略
）。

　
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
の
バ
レ
エ
音
楽

「
仮
面
舞
踏
会
」
よ
り
ワ
ル
ツ
、
ス
ト

ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
の
ブ
ル
チ
ネ
ル
ラ
組

曲
に
続
い
て
、Ｒ・Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
⓪

演
出
で
劇
団
ム
ツ
ミ
が
ビ
ゼ
ー
の
「
カ

ル
メ
ン
」
を
披
露
す
る
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
午
後
1
時
か
ら

「
ワ
ン
コ
イ
ン
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

40
分
間
行
う
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当

日
の
お
楽
し
み
。

チ
ケ
ッ
ト
申
し
込
み
は

　
末
永
文
化
セ
ン
タ
ー

　
0
9
2
―
8
2
1
―
3
3
3
8
へ
。

末
永
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
は
前
売
り
券

1
0
0
0
円
、
当
日
券
1
3
0
0
円
。

ワ
ン
コ
イ
ン
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
は
前
売

り
、
当
日
い
ず
れ
も
5
0
0
円
。　
　

末
永
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
7
日
　
太
田
氏
、和
太
鼓
の
林
英
哲
氏
と
共
演

12
月
6
日
　
小
泉
氏
、ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
「
第
5
番
」

劇団ムツミ
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『
文
芸
福
岡
』11
号

『
文
芸
福
岡
』11
号

時
の
記
念
日

時
の
記
念
日

特
集
は「
花
」

　
美
術
部
門
も
参
加

特
集
は「
花
」

　
美
術
部
門
も
参
加

『
大
野
城
ま
ち
物
語
』

　
　

２
百
冊
を
市
に
寄
贈

『
大
野
城
ま
ち
物
語
』

　
　

２
百
冊
を
市
に
寄
贈

　
福
岡
文
化
連
盟
刊
行
の『
文
芸
福
岡
』
が
、こ

の
春
、
第
11
号
を
数
え
た
。
多
岐
に
渡
る
分
野
の

会
員
が
集
う
強
み
を
生
か
し
、
文
芸
部
門
だ
け
で

な
く
、
美
術
部
門
の
会
員
も
多
数
寄
稿
し
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
む
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
11
号
は
「
花
」
を
特
集
に
据
え
て
お
り
、
表

紙
は
、
菜
の
花
の
画
家
、で
知
ら
れ
る
洋
画
家
、

田
中
公
子
さ
ん
の
菜
の
花
畑
。
巻
頭
に
詩
人
、
田

中
圭
介
さ
ん
の
詩
「
花
」
と
、
華
道
の
山
本
眸
さ

ん
の
活
け
花
。
続
く
特
集
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
は
俳

句
、
短
歌
、
五
行
歌
に
絵
画
、
洋
画
、
写
真
が
添

え
ら
れ
て
い
て
、
華
や
い
だ
誌
面
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
会
員
約
60
人
が
投
稿
し
、文
連
お
な
じ
み
の
歌

人
、植
村
隆
雄
さ
ん（
県
歌
人
会
会
長
）、松
本
千

恵
乃
さ
ん（
同
会
事
務
局
長
）、詩
人
の
田
島
安
江

さ
ん（
県
詩
人
会
長
、常
任
理
事
）の
作
品
、洋
画
家
、

光
行
洋
子
さ
ん（
特
別
個
人
会
員
）と
、県
文
連
参

与
の
山
村
よ
り
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
も
あ
る
。

　
7
世
紀
、
大
宰
府
政
庁
の
月
山
（
旧
名
「
辰
山
」）
に
漏

刻
と
呼
ば
れ
た
水
時
計
が
置
か
れ
て
い
た
歴
史
に
ち
な
ん

で
、
太
宰
府
市
民
遺
産
に
な
っ
て
い
る
時
の
記
念
日
行
事

は
、
今
年
も
6
月
10
日
早
朝
行
わ
れ
た
。
主
催
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
辰
山
会
」
の
髙
瀬
昭
登
さ
ん
（
県
文

連
監
事
）
は
「
好
天
に
も
恵
ま
れ
、1
2
0
人
が
参
加
し
て
、

盛
況
だ
っ
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
、
協
力
を
得
て
こ

れ
か
ら
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
県
文
連
は
5
月
9
日
、
大
野
城
市
役
所
を
訪
れ
て
、
3
月
に
発
行
し
た
ふ
る

さ
と
文
化
誌
シ
リ
ー
ズ
第
12
弾
『
大
野
城
ま
ち
物
語
』
2
0
0
冊
を
井
本
宗
司

大
野
城
市
長
に
寄
贈
し
ま
し
た
。市
で
は
、市
民
が
手
に
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
、

ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館
や
心
の
ふ
る
さ
と
館
、
各
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

　
贈
呈
式
に
は
、
県
文
連
か
ら
古

賀
透
同
誌
編
纂
委
員
会
副
会
長
、

事
務
局
の
江
﨑
雅
彦
専
務
理
事

兼
事
務
局
長
、
玉
城
勝
則
事
業
部

長
、
地
元
大
野
城
市
文
化
連
盟
の

中
嶋
真
理
子
会
長
が
出
席
し
、
同

誌
の
執
筆
を
主
導
し
た
大
野
城
心

の
ふ
る
さ
と
館
の
赤
司
善
彦
館
長

も
同
席
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
の
模
様
は
西
日
本
新
聞
、

毎
日
新
聞
が
報
じ
た
ほ
か
、
5
月

1
日
付
け
「
広
報
大
野
城
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

時の記念日行事風景

ま
ど
か
ぴ
あ
、心
の
ふ
る
さ
と
館
、公
民
館
へ

ふ
る
さ
と
文
化
誌 

第
13
号

令
和
７
年
３
月
発
行
予
定
　
鋭
意
執
筆
編
集
中

「
大
牟
田
ま
ち
物
語
」（
仮
題
）

市長贈呈式（左から３人目が井本市長、
左隣は赤司心のふるさと館館長）

と
き
や
ま
か
い
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前
号
の
『
県
文
連
ふ
く
お
か
』「
表
紙
の
光
景
」
文
中
に
「
女
性

二
人
を
明
治
の
政
治
家
、
中
野
正
剛
が
評
し
た
と
い
う
」
と
あ
る
の
は
、
中
野
正

剛
で
は
な
く
、
社
会
運
動
家
の
頭
山
満
で
し
た
。

　
県
民
文
化
大
学
の
谷
川
佳
枝
子
講
師
の
講
義
に
関
連
し
た
記
述
で
す
が
、
筆
者

古
賀
の
勘
違
い
で
し
た
。
谷
川
講
師
、読
者
の
皆
さ
ん
に
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

な
お
、
中
野
正
剛
は
大
正
、
昭
和
の
政
治
家
で
す
。

お
詫
び
・
訂
正

　
県
南
八
女
の
地
で
生
ま
れ
た
「
人
生

史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
の
会
」（
県
文
連
賛
助

会
員
）
の
会
誌
『
黄
櫨
』
が
、
誌
齢
80

号
を
迎
え
、
8
月
に
記
念
号
を
発
行
し

た
。

　
表
紙
は
、
八
女
出
身
の
文
化
勲
章
受

章
画
家
、田
崎
廣
助
の
代
表
作
『
阿
蘇
山
』

で
飾
っ
た
。
貫
正
義
県
文
連
会
長
の
祝

辞
に
続
い
て
、
巻
頭
に
は
、
早
く
か
ら

の
寄
稿
者
で
も
あ
る
元
・
福
岡
県
知
事

の
麻
生
渡
さ
ん
、
直
木
賞
作
家
安
部
龍

太
郎
さ
ん
の
二
人
の
好
エ
ッ
セ
イ
を
掲

載
し
て
い
る
。

　
貫
会
長
は
、
人
生
史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
の

会
は「
全
国
的
に
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
、

地
元
福
岡
生
ま
れ
」
で
、
県
文
連
と
し
て

も
「
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
」
期
待
す
る
、

と
祝
辞
を
結
ん
だ
。

　
会
員
の
投
稿
は
、
照
る
日
く
も
る
日
、

追
想
の
記
、
一
日
一
生
、
蛍
雪
之
功
、
千

思
万
考
な
ど
の
章
に
分
か
れ
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
の
章
に
は
、

90
歳
以
上
の
会
員
4
人
が
自
分
史
や
闘
病

記
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
人
生
史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
の
会
」
は
、

27
年
前
の
平
成
9
年
（
1
9
9
7
）、
八

女
郡
広
川
町
長
だ
っ
た
故
・
末
安
良
行
を

代
表
世
話
人
に
発
足
し
た
。
高
齢
化
社
会

に
あ
っ
て
「
生
き
る
証
と
し
て
生
き
が
い

の
再
発
見
を
」
が
合
言
葉
で
、
会
員
は
県

外
に
も
広
が
り
1
7
0
人
に
上
る
。
今
回

の
記
念
号
に
は
、
創
刊
号
の
末
安
さ
ん
の

発
刊
の
辞
と
、
八
女
出
身
の
伝
記
作
家
、

故
・
小
島
直
記
さ
ん
の
祝
辞
を
再
録
し
て

い
る
。

　
本
号
か
ら
『
県
文
連
ふ
く
お
か
』
編
集

を
担
当
す
る
木
下
良
弘
さ
ん
（
県
文
連
特

別
個
人
会
員
、
調
査
役
）
は
、
元
西
日
本

新
聞
直
方
支
局
長
で
、
直
方
文
化
連
盟
理

事
で
も
あ
り
、
か
ね
て
直
方
の
文
化
運
動

に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
歴
、

知
見
を
活
か
し
て
講
師
を
務
め
る
「
直
方

見
聞
塾
」
が
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
25
日
の
塾
で
は
、
儒
学
者
貝
原
益

軒
を
取
り
上
げ
、
直
方
を
た
び
た
び
訪
れ
、

多
賀
神
社
の
鳥
居
の
銘
文
を
書
く
な
ど
の

経
歴
や
、『
養
生
訓
』『
女
大
学
』
な
ど
旺

盛
な
執
筆
活
動
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
少
女
林
芙
美
子
も
夢
中
に

な
っ
た
と
い
う
流
行
歌
第
1
号『
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
』
に
ち
な
ん
で
歌
謡
曲
の
歴
史

を
論
じ
、
直
方
ゆ
か
り
の
俳
人
諸
九
尼
、

歌
人
阿
部
峯
子
に
焦
点
を
当
て
近
世
の
女

子
旅
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
後
、
糟
屋
炭
田
の
歴
史
遺
産
巡
り

や
、
唐
津
街
道
た
ど
り
も
予
定
し
て
い
る

そ
う
で
す
。　
　
　

直方見聞塾講義風景

貫
会
長
が「
ご
発
展
期
待
」と
祝
辞

麻
生
元
知
事
、安
部
龍
太
郎
氏
も
寄
稿

『
県
文
連
ふ
く
お
か
』編
集
責
任
木
下
良
弘
さ
ん

『
黄
櫨
』第
80
記
念
号

『
黄
櫨
』第
80
記
念
号

「
直
方
見
聞
塾
」講
師
も
好
評

「
直
方
見
聞
塾
」講
師
も
好
評

こ
う 

ろ
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ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
は
平
成
５
年

（
１
９
９
３
）
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。県
文
連

は
そ
の
前
年
に
発
足
し
て
お
り
、

30
年
を
越
え
る
長
い
道
の
り
を

共
に
歩
ん
で
き
た
、
い
わ
ば
兄
弟

の
よ
う
な
も
の
だ
。

　
そ
の
間
の
最
も
大
き
な
ハ
イ

ラ
イ
ト
は
何
と
い
っ
て
も
平
成

16
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回
国

民
文
化
祭
２
０
０
４
」（
愛
称
：

と
び
う
め
国
文
祭
）で
あ
ろ
う
。

　
開
会
式
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
皇
太
子
殿

下
（
現
天
皇
陛
下
）
ご
臨
席
の
も

と
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
、
県
内

全
96
市
町
村
（
当
時
）
が
参
加
し

て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
全

１
１
５
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。総

観
客
数
は
そ
れ
ま
で
の
最
多
と

な
る
3
4
5
万
人
に
達
し
た
。

　
そ
の
第
32
回
目
を
迎
え
る
今

年
、県
民
文
化
祭
は「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文

化
祭
」と
名
を
改
め
、内
容
も
新
し
い
取
り

組
み
を
加
え
て
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
。

　
文
化
祭
の
幕
開
き
を
飾
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
福
岡
市
と
北
九
州

市
の
２
ヵ
所
で
開
催
し
、「
伝
統

芸
能
博
」、
文
化
団
体
の
取
り
組

み
を
公
募
で
支
援
す
る
事
業
な

ど
新
規
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
も
タ
ウ
ン
誌
の
よ

う
な
ポ
ッ
プ
な
も
の
に
な
る
と

い
う
。

　

30
年
超
の
間
続
い
て
き
た
県

文
祭
だ
が
、そ
れ
を
担
っ
て
き
た

人
は
年
々
入
れ
替
わ
っ
て
同
じ

で
は
な
い
し
、取
り
巻
く
環
境
も

変
わ
っ
て
い
く
。県
文
祭
だ
け

「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
」
と
は

い
か
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
だ

ろ
う
。よ
り
良
い
も
の
へ
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
と
書
い
た
と
こ
ろ
で
ふ
と
わ

が
身
を
顧
み
て
、赤
面
、汗
顔
。自

分
自
身
も
県
文
連
も
変
え
る
の

を
さ
ぼ
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。（

江
﨑
）

　平成 4年（1992）11月、県内で活動する地域別の文化団体67、分野別25の計92団体が参加して結成。
16年秋には、県と協力して第19回国民文化祭ふくおか2004（愛称「とびうめ国文祭」）を推進、大成功
を収めた。創立以来、毎年、県民文化祭を開催するほか、県民文化大学講座など独自の文化企画を展開
している。現在は地域別63団体、分野別23団体、特別個人会員48名が加盟。末端会員は推定20万人。
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福岡県文化団体連合会

▼ 

企
業  

団
体
会
員

 

（
公
財
）ア
ク
ロ
ス
福
岡

 

ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟 

日
本
委
員
会

 

飯
塚
信
用
金
庫

 
一
番
食
品（
株
）

 
英
進
館（
株
）

 

（
株
）エ
ル
テ
ッ
ク
ス・ヨ
シ
ダ

 

（
有
）海
鳥
社

 

九
州
電
力（
株
）

 

（
公
財
）九
州
交
響
楽
団

 

（
株
）九
電
工

 

（
株
）Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ

 

久
留
米
運
送（
株
）

 

（
公
財
）末
永
文
化
振
興
財
団

 

西
部
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

 

（
株
）如
水
庵

 

人
生
史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
の
会

 

蝶
屋（
株
）

 

（
学
）中
村
産
業
学
園 

九
州
産
業
大
学

 

（
株
）西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

 

西
日
本
鉄
道（
株
）

 

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業（
株
）

 

日
本
経
済
大
学 

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

 

（
公
財
）日
本
習
字
教
育
財
団
福
岡
事
務
所

 

（
株
）日
本
旅
行
九
州
法
人
営
業
部

 

（
株
）ひ
よ
子

 

（
株
）ピ
ア
ノ
タ
ー
ミ
ナ
ル・ナ
カ
ム
ラ

 

福
岡
県
教
育
庁
部
課
長
会

 

福
岡
県
教
育
庁
参
事・補
佐
会

 

（
株
）福
岡
銀
行

 

福
岡
県
信
用
保
証
協
会

 

ふ
く
お
か
ア
ジ
ア
文
化
塾

 

（
株
）福
岡
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 　
　
　
　
　
　
　

  

と
び
う
め
の
会

 
（
株
）山
口
油
屋
福
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
50
音
順
）

▼ 
個
人
会
員

　
　
　
唐
川　
茂
樹

　
　
　
岡　
　
征
二

　
　
　
王
寺
陽
一
郎

TEL.092-643-2875に連絡ください。
追って手続き書類をお送りしますのでよろしくお願いいたします。

会報「県文連ふくおか」の送付（年２回）
会報とホームページへの賛助会員の掲載と紹介
その他、県文連主催行事、関係情報の提供


